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研究成果の概要（和文）：本研究は，放課後児童クラブ（学童保育）において，心理アセスメントを活かした児
童の心理的支援の拡充を図ることであった。研究１では，放課後児童支援員と心理職が児童理解と支援方針を共
有できる「児童支援マトリックス」を開発した。これは，「児童理解サマリー」，「児童理解チェックシー
ト」，「児童支援チャート」の3つの様式から構成されている。研究２では，児童支援に役立つ心理アセスメン
ト方略として，「ハンドテスト」，「風景構成法」と「円環家族関係イメージ図」によるテストバッテリーを開
発した。これらのアセスメントバッテリーによって，児童の心理的特徴を相補的に統合して理解できることが示
された。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to expand the psychological support for 
children by utilizing psychological assessment on the After-school Childcare. In Study 1, we 
developed the summary sheets, named "Matrix of psychological support" that made by after-school 
child support staff and psychologists to share understanding and psychological care plans for 
children. It consists of three formats: "Child Understanding Summary", "Child Understanding Check 
Sheet", and "Psychological Support Chart". In Study 2, as a psychological assessment strategy for 
supporting children, we developed a test battery using "the Hand Test", "the Landscape Montage 
Technique" and "Family Image with Colored Circles". This assessment strategy can lead to make an 
integrated understandings of psychological characteristics of children.

研究分野：心理アセスメント

キーワード： 心理アセスメント　ハンドテスト　家族関係イメージ図　風景構成法　学童保育（放課後児童クラブ）

  ３版
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研究成果の学術的意義や社会的意義
児童への心理的支援として，日常生活場面である放課後の時間に何らかの形でその児に合った心理的支援を提供
することができれば，心理臨床現場に持ち込まれるような深刻な問題を抱える前に，子どもたちは何らかの方法
で対処力を獲得し，自らの力で成長していけるかもしれない。
本研究は，そうした日常生活場面である放課後児童クラブの中で，心理支援環境を形成する方略を提案した。心
理アセスメントは，心理臨床の専門家のみで共有されがちであるが，本研究で開発した「児童支援マトリック
ス」を用いることで，心理職と放課後児童支援員が児童の心理的特徴を共有・連携しやすくなり，放課後児童ク
ラブでの心理的支援の拡充が期待される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

学童保育事業は，平成 19(2007)年及び 24(2012)年に行われた「放課後児童クラブガイドライ

ン」の改定により，その役割は当初の単に昼間保護者がいない家庭の児童を預かるというだけの

ものから，①地域における子育て環境の充実，②子どもの放課後の居場所づくり，③家庭での子

育て支援（虐待の早期発見と予防など），④発達に遅れのある児童への支援など，より多様なニ

ーズに応える事業へと大きく変容した。同時に，学童保育のスタッフに対しても，放課後児童支

援員としての資格認定が開始され，障害のある子どもや虐待を受けている子ども，さらにはその

保護者への対応が求められるなど，より専門的で高度な心理的支援能力が求められる仕事にな

っている。  

にもかかわらず，多くの学童保育施設では，急激な入所児童の増加による多様な問題（家庭・

家族の問題や発達の問題）を抱える児童への支援に手一杯で，より専門的なケアを提供できる人

材の育成や支援体制を整備するのが難しい状態にある（伊部,2010)。そのため，必要性が指摘さ

れながらも，児童支援員による児童への心理的支援に関しては，研究としても，また実践として

もまだ十分には行われていない（赤津・金谷，2009，2011)。 

そのため，一般児童生徒の多様なニーズを心理アセスメントによる客観的データから捉え，そ

れを心理的支援につなげていく方略が開発されることは，今まさに児童支援の現場が求めてい

ることである。心理の専門家だけでなく，保育や児童支援のスタッフにとっても分かりやすく，

具体的な支援方針を提供できる心理アセスメント方略が整うことは，個別児童への心理支援が

急務とされる学童保育現場において，恒次(2014)が指摘する個別の児童に関するカンファレン

ス体制を整えることにもつながる，非常に重要な課題である。さらに，現代の児童が抱える様々

な家族・対人関係，心理的発達の課題に関しても重要な知見を得ることにつながると考えられる。 

 
２．研究の目的 

本研究の目的は，「放課後児童クラブ（学童保育）」において，心理アセスメントを活かした児

童の心理的支援の拡充を図ることである。これまで心理アセスメントは，心理臨床の専門家のみ

が理解できる専門用語によって提示され，臨床現場においてのみ活用されてきた経緯がある。そ

こで本研究では，心理アセスメントを誰もが理解可能な様式に作り替え，その内容を保育や児童

支援の場において活用できることを目標とした。研究 1 は放課後児童支援員と心理職（公認心理

師・臨床心理士等）との連携による心理支援の在り方を提案することを目的とし，研究 2 は多様

なニーズをもつ学童保育児童に対する心理的支援に役立てられる心理アセスメント方略を開発

することを目的とした。 

 
３．研究の方法 

本研究は，研究 1「児童支援員と心理職による連携の在り方の提案」と，研究 2「児童支援に

役立つ心理アセスメント方略の提案」の二部構成となっている。研究 1 と 2 は，それぞれが独立

した研究ではなく，研究 2 は研究 1 を実践するために必要となる実証データの検討（基礎研究）

となっている。 

(1)研究 1 の方法 

研究 1 では，児童支援員と心理職の連携の在り方を提案するために，心理職と児童支援員が連

携して児童の支援を行っていけるようにするための「児童支援マトリックス」の開発を行った。

さらに，学童保育児童を対象に，「児童支援マトリックス」を用いたモデル事例による実践研究

を行った。 

(2)研究 2 の方法 

研究 2 では，一般児童の心理的支援に役立つ心理アセスメント方略の開発と，解釈仮説の検討

を行った。まず，学童保育児童を対象とした個別調査により，「ハンドテスト」（Wagner（1961，

1986），「円環母子関係イメージ画」（小川・松尾,1999），「風景構成法」（中井,1970）のアセスメ

ント方略の検討を行った。さらに，学童保育児童を対象とした集団調査により，「円環家族関係

イメージ画」および「風景構成法」の検討を行うとともに，新しく開発した「円環家族関係イメ

ージ図スティック法」に関しては，大学生集団を対象に解釈仮説の検討研究を行った。 

 
４．研究成果 

(1)研究 1 の成果 

研究 1 の成果は，放課後児童支援員と心理職が児童理解と支援方針を共有することが可能な

「児童支援マトリックス」と名付けた様式を開発したことである。これは，児童支援員と心理職

が連携して作成する「児童理解サマリー」，「児童理解チェックシート」（図 1），「児童支援チャ



 

 

ート」（図 2）の 3 つの様式から構成されている。この 3 つの様式を用いることで，児童の心理

的特徴を理解しようとする視点が形成でき，その児童にあった支援方針と具体的な支援内容を

その児童に関わる大人（放課後児童支援員をはじめ，保護者や教員も含めて）が共有し合うこと

を可能にするものである。研究 1 では，この児童支援マトリックスを用いた児童理解と，心理職

と児童支援員が連携して行った保護者への支援のモデル実践事例を提示した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)研究 2 の成果 

研究 2 では，研究 1 で提案する児童理解サマリーを作成するための児童理解方略の基礎研究

を行った。心理的支援のためのアセスメント方略として，児童の対人関係の特徴をダイレクトに

解釈可能な「ハンドテスト」と，母子関係を中心とした家族との関係を象徴的に捉えることが可

能な「円環家族関係イメージ図」，そして，認知・運動協応機能も含めた心理的発達特徴を解釈

することが可能な「風景構成法」の組み合わせが提案された。 

成果としては，まず「ハンドテスト」に関しては，「風景構成法」と「円環母子関係イメージ

画」による組み合わせによって，児童の心理的特徴を相補的に統合して理解できることが示され

た。また，「円環母子関係イメージ図」による象徴的な方法によって児童の家族関係を捉えるこ

とで，児童理解を深めることが可能であった。また，児童の家族関係を捉える簡便な方法として，

「円環家族関係イメージ図スティック法」を開発し，これによって児童が抵抗なく楽しみながら

家族関係を表現することが可能であり，表現された家族イメージ図から，児童の家族関係を象徴

的に理解できる可能性が示唆された（表 1 家族関係イメージ図の分類基準）。そして，「風景構

成法」に関しては，集団場面で実施する際には，一対一の臨床場面とは異なる実施法と解釈視点

が必要となることを提案した。 

(3)まとめ 

本研究は，心理臨床において行われている心理アセスメントを一般児童への心理的支援にど

のように活用していくことができるかを提案したものである。心理臨床の専門家のみで共有さ

れがちな心理アセスメントを「児童支援マトリックス」として，一般児童の心理的特徴の理解と

支援方針を分かりやすく提示したフォーマットにすることで，心理職と放課後児童支援員が共

有・連携していく方策を提示することができた。 

しかしながら，本研究は個別での児童理解を研究方法として採用したため，放課後児童クラブ

といった集団場面においては，やはり限界もあった。今後，さらに放課後児童クラブにおける心

理的支援を充実していくためには，集団場面を前提とした新たな心理アセスメント方略の検討，

開発が求められるであろう。また，児童支援員と心理職が連携して児童理解と心理的支援にあた

 

 

図 1 児童理解チェックシート 
図 2 児童支援チャート 



 

 

るシステムを作っていくことも非常に重要であると考えられる。こうした取り組みによって，放

課後児童クラブにおける心理的支援の質を高め，放課後児童クラブがもつ児童支援，子育て支援，

家族支援といった多様な機能を意味あるものとしていくことが可能になると考えられる。 
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表 1 円環家族関係イメージ図の分類基準 
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